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4　週４回以上の更新 A　学校評価アンケート③「情報発信」肯定的評価　８０％以上

3　週３回以上の更新 B　学校評価アンケート③「情報発信」肯定的評価　７０％以上

2　週２回以上の更新 C　学校評価アンケート③「情報発信」肯定的評価　５５％以上

1　週２回未満の更新 D　学校評価アンケート③「情報発信」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上のクラスで意識して取組を実施 A　学校評価アンケート④「教育活動公開」肯定的評価　８０％以上

3　80％以上のクラスで意識して取組を実施 B　学校評価アンケート④「教育活動公開」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上のクラスで意識して取組を実施 C　学校評価アンケート④「教育活動公開」肯定的評価　５５％以上

1　意識した取組を実施したクラスが70％未満 D　学校評価アンケート④「教育活動公開」肯定的評価　５５％未満

4　計画の90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート①「地域連携教育活動」肯定的評価　８０％以上

3　計画の80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート①「地域連携教育活動」肯定的評価　７０％以上

2　計画の70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート①「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％以上

1　計画の70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート①「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％未満

4　必要情報の90％以上を周知・意見交換 A　学校評価アンケート②「地域との一体化」肯定的評価　８０％以上

３　必要情報の８0％以上を周知・意見交換 B　学校評価アンケート②「地域との一体化」肯定的評価　７０％以上

２　必要情報の７0％以上を周知・意見交換 C　学校評価アンケート②「地域との一体化」肯定的評価　５５％以上

1　必要情報の70％未満を周知・意見交換 D　学校評価アンケート②「地域との一体化」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業で実施 A　児童アンケートで８０％以上が「分かりやすい授業」と回答

3　80％以上の授業で実施 B　児童アンケートで７０％以上が「分かりやすい授業」と回答

2　70％以上の授業で実施 C　児童アンケートで５５％以上が「分かりやすい授業」と回答

1　70％未満の授業で実施 D　児童アンケートで「分かりやすい授業」との回答が５５％未満

4　90％以上の授業で意識して指導 A　学校評価アンケート⑦「基礎基本の定着」肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の授業で意識して指導 B　学校評価アンケート⑦「基礎基本の定着」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の授業で意識して指導 C　学校評価アンケート⑦「基礎基本の定着」肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の授業で意識し指導 D　学校評価アンケート⑦「基礎基本の定着」肯定的評価５５％未満

4　90％以上の授業で実施 A　児童アンケートで８０％以上が「夢４を発揮して学習した」と回答

3　80％以上の授業で実施 B　児童アンケートで７０％以上が「夢４を発揮して学習した」と回答

2　70％以上の授業で実施 C　児童アンケートで５５％以上が「夢４を発揮して学習した」と回答

1　70％未満の授業で実施 D　児童アンケートで「夢４を発揮して学習した」との回答が５５％未満

4　90％以上の授業で実施 A　教員自己評価で８０％以上が肯定的な回答

3　80％以上の授業で実施 B　教員自己評価で７０％以上が肯定的な回答

2　70％以上の授業で実施 C　教員自己評価で５５％以上が肯定的な回答

1　70％未満の授業で実施 D　教員自己評価で肯定的な回答が５５％未満

4　年間活動計画の90％以上で実施 A　児童アンケートで８０％以上が肯定的な回答

3　年間活動計画の80％以上で実施 B　児童アンケートで７０％以上が肯定的な回答

2　年間活動計画の70％以上で実施 C　児童アンケートで５５％以上が肯定的な回答

1　年間活動計画の70％未満で実施 D　児童アンケートで肯定的な回答が５５％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　児童アンケートで８０％以上が「自分を見つめられた」と回答

3　80％以上の指導場面で実施 B　児童アンケートで７０％以上が「自分を見つめられた」と回答

2　0％以上の指導場面で実施 C　児童アンケートで５５％以上が「自分を見つめられた」と回答

1　70％未満の指導場面で実施 D　児童アンケートで「自分を見つめられた」との回答が５５％未満

4　人権教育・いじめ防止教育を月１回以上指導 A　学校評価アンケート⑫「豊かな心の涵養」で８０％以上が肯定的な回答

3　人権教育・いじめ防止教育を学期に２回に以上指導 B　学校評価アンケート⑫「豊かな心の涵養」で７０％以上が肯定的な回答

2　人権教育・いじめ防止教育を学期に１回以上指導 C　学校評価アンケート⑫「豊かな心の涵養」で５５％以上が肯定的な回答

1　人権教育・いじめ防止教育を年２回以上指導 D　学校評価アンケート⑫「豊かな心の涵養」で肯定的な回答が５５％未満

4　全ての道徳授業で実施 A　学校評価アンケート⑭「豊かな心の涵養」で８０％以上が肯定的な回答

3　９０％以上の道徳授業で実施 B　学校評価アンケート⑭「豊かな心の涵養」で７０％以上が肯定的な回答

2　８０％以上の道徳授業で実施 C　学校評価アンケート⑭「豊かな心の涵養」で５５％以上が肯定的な回答

1　８０％未満の道徳授業で実施 D　学校評価アンケート⑭「豊かな心の涵養」で肯定的な回答が５５％未満

4　計画の90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート⑲「食習慣・生活習慣」肯定的評価　８０％未満

3　計画の80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート⑲「食習慣・生活習慣」肯定的評価　７０％以上

2　計画の70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート⑲「食習慣・生活習慣」肯定的評価　５５％以上

1　計画の70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート⑲「食習慣・生活習慣」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業及び活動場面で実施 A　児童アンケート「進んで運動した」で肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の授業及び活動場面で実施 B　児童アンケート「進んで運動した」で肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の授業及び活動場面で実施 C　児童アンケート「進んで運動した」で肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の授業及び活動場面で実施 D　児童アンケート「進んで運動した」で肯定的評価　５５％未満

4　月に１回以上、指導実施 A　児童アンケートで肯定的評価　８０％以上

3　学期に２回以上、指導実施 B　児童アンケートで肯定的評価　７０％以上

2　学期に１回以上、指導実施 C　児童アンケートで肯定的評価　５５％以上

1　年に２回以上、指導実施 D　児童アンケートで肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の必要情報に対して実施 A　学校評価アンケート⑯「安全意識の育成」で肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の必要情報に対して実施 B　学校評価アンケート⑯「安全意識の育成」で肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の必要情報に対して実施 C　学校評価アンケート⑯「安全意識の育成」で肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の必要情報に対して実施 D　学校評価アンケート⑯「安全意識の育成」で肯定的評価　５５％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評価A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評価B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評価C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評価D
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① 「元気もりもりウィーク」の質的
改善
・単なる取組週間で終わらせず、
結果のフィードバックを行う。
・成果を可視化し、児童の達成感
につなげる。
② 高学年の運動意欲向上策
・体力テスト結果を個別にフィード
バックし、目標設定を行う。
③ 体育授業の質的向上
・「できた」「伸びた」を実感できる授
業デザインの共有。
・運動量確保と技能習得の両立を
図る授業改善研修の実施。
④ 運動の日常化
・休み時間の外遊び推進策を具体
化する。A

A

B

94

95

77

89

低９７％
高９６％

　安全教育・安全体制に関する項
目は高い成果を示している。
組織的な体制づくりと継続的指導
が安定して機能していることが分
かる。
　一方で、運動・生活習慣の改善
に関する項目では、実施率および
高学年の意欲面に課題が見られ
る。
　学校評価アンケート（食習慣・生
活習慣）は83％（A）と一定の評価
を得ているが、取組の実施率との
間にギャップがある。
　安全体制は確立しているが、体
力向上・運動の日常化には学年差
と実践の徹底度に課題がある。

2.7

3.6

3.1

3.1

2.7

低８３％
高９９％

85

79

低９９％
高９７％

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で
成果と課題、改善点について協議する。
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3.9

2.7

4

2.7

3.1

そ
の
他

① 地域連携の「教育課程への明
確な位置付け」
・年間指導計画に地域人材活用場
面を明示し、必須実施単元を設定
する。
② 実施率向上のための仕組み化
・学期ごとの実施状況を可視化し、
職員会議で共有する。
③ 地域人材コーディネート機能強
化
・授業支援メニューを一覧化し、教
員が活用しやすい環境を整備す
る。
④ 保護者への「学習効果」の見え
る化
・地域連携授業の成果をHPや学
校だよりで積極的に発信する。

　児童アンケートの結果が高い
水準を示している。児童の実
感としては、授業の分かりやす
さ・意欲・基礎基本の定着いず
れも高く評価されており、授業
改善の方向性は見えてきてい
る。一方で、教員側の実施率
自己評価は組織的実施率には
ばらつきが見られる。
　児童の満足度は高いが、取
組の徹底度・組織的実践の安
定性には課題が残る特にICT
活用は教員自己評価79％（B）
であり、授業改善の質的向上
と実施率向上の両面からのア
プローチが必要である。

① 授業改善の「型」の共有と徹底
・授業改善シート、授業改革プラン
等を学年会での振り返り資料とし
て活用する。
② 実施率向上のための進行管理
・学期ごとに実施率を数値で確認
していく。
③ ICT活用の質の向上
・「使うこと」から「学びを深める活
用」へ視点を転換する。
・協働的学習・思考の可視化につ
ながる活用事例を蓄積する。
④ 児童の高評価を成果として分
析
・形式的実施ではなく、効果的実
施のモデル化を図る。

　児童アンケート結果が非常に
高い水準を示している。児童は
学校生活の中で自己有用感や
自己理解を実感しており、自治
的活動の充実が確かな成果に
つながっている。
　児童の実感値は高いもの
の、保護者評価および授業実
施率の面では安定性に課題が
見られる。
　特に道徳授業の実施率が2.7
（C）である点は、組織的・計画
的な指導の徹底に改善の余地
があることを示している。

① 自治的活動の教育的価値の明
確化
・縦割り班活動や行事後に必ず振
り返りの時間を設定する。
② キャリア教育の一層の体系化
・「夢４」の視点を道徳・特活・総合
と関連付ける。
③ 道徳授業の質的向上と実施率
改善
・道徳科の年間指導計画の進行管
理を徹底する。
④ いじめ防止の見える化
・月例会での検討内容を職員間で
共有し、組織的対応を明確にす
る。
・未然防止の取組を保護者にも発
信し、理解と安心感を高める。

学校経営の重点　〇地域と協働したキャリア教育を土台にして、学びに向かう力を育成するとともに、自ら学び続ける力を支える基礎学力の伸長を図る。

86

低９２％
高９０％

低９３％
高９０％

・運動会等で「親子競技」
があるとよい
・各学期の公開はとても
良い時間だと思う。
・開かれた学校であり、
常に子供たちの成長を考
えてくださっている。
・「主体的な学び」・・学び
の発表会は今後も継続し
てほしい
・教育活動の公開や情報
発信は評価できます。
もっとアピールしてもよ
い。

確
か
な
学
力
の
育
成

A

２０２５年度　町田市立南第一小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

・学ぶ楽しさを実感できる
子、できない子がいるの
が難しい
・「わかる、できる、参加
する」の目標は継続して
ほしい
・補習に力を入れるなど、
学びの平等性は評価で
きます。
・先生方の工夫を感じる
ことができます。

・SNSでのいじめなども
あって、昔とは変わってき
ている。学校だけ、家庭
だけでは対応は難しいの
ではないか。
・自己肯定感の構築がで
きるように「褒める」ことが
大事
・SNSの課題について共
に向き合っていきたいで
す。
・多くの人のつながりの中
で、大切なことを学んで
いってほしい。

・学校で元気にしていれ
ば、帰宅後にメディアの
時間が増えてもよいので
はないか。
・校内の安全対策が素晴
らしく、安心している。
・「元気もりもりウィーク」
に加えてレベルアップし
ていくような工夫があると
よい。
・体力つくりや食育など学
校の役割は小さくありま
せん。

A

A

A

「分かる・できる・参加す
る」授業を目指し、授業
をデザインする８つの取
組に基づく授業を展開す
る。

学習への意欲を高め、
子どもの「学び続ける」力
を育成する。

子どもが主体的に学び、教
師が導く授業改革を進め、
主体的・対話的で深い学び
を実現することで、基礎的・
基本的な知識及び技能の
確実な習得と思考力、判断
力、表現力等とともに学び
続ける力の育成を図る。

授業改善シートやＵＤチェックシートを活用し、
児童が理解できる授業を実施する。

児童の学習状況を把握し、系統的な指導を通
して基礎基本の定着を図る。

キャリア教育の４つの能力の活用し、児童が学
ぶ意欲をもち、目標に向かって学ぶ授業を実
践する。

ＩＣＴを活用して、学びを深め広げる協働的な授
業を行う。

体力テストの結果分析を活かしてた体育の授
業改革、体力向上月間、体育集会を通して、運
動の日常化を図る。

安全な校内環境を整え、
自分と他者双方の命を
守る力を育成するための
校内体制を確立する。

年間計画に沿った校内生活指導、安全指導、
避難訓練等を行い、安全に生活する実践力を
育む。

毎週の職員夕会で、児童の問題行動や校内環
境等の課題について共有し、組織的な解決に
取り組む。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

多様な人との関りを通し
て、自己理解・他者理解
を深め、自己有用感を高
める。

児童の主体的な自治的活動を重視した、縦割
り班活動や委員会活動、クラブ活動、学校行事
等を行う。

キャリア教育の視点を軸として、自分を見つ
め、振り返り、次につなげる場の設定を全教育
活動で実施する。

自分と他者双方の生命
を大切にする心、道徳
性、規範意識を育む。

道徳授業を通して、道徳的価値に対して自分
を見つめさせ、道徳的実践力を育成する。

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

日常的な運動及び健康
教育・食育の充実させ、
体力の向上を図る。

A

C

B

B

C

A

B

令和6年3月31日

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現

目指す学校及び子どもの姿
を家庭や地域社会と共有・
連携した教育課程を実施す
る。

授業等の公開や積極的
な情報発信を行い、教育
活動への理解を図る。

学校（学年）だより、専科だよりやホームページ
で、保護者のニーズに配慮した分かりやすい
情報を発信する。

豊
か
な
心
の
涵
養

いじめをしない、させない、許さない、見逃さな
い生活指導を徹底する。学校いじめ対応チー
ム月例会を通して、学校体制の強化を図る。

B

A

A

A

B

C

C

C

A
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低８９％
高７０％

学校関係者評価の評価基準例

AA

B

B

A

A

A

77

A

学校公開、学校（学年）行事等積極的な公開と
ともに、保護者会や個人面談を通して良好なコ
ミュニケーションを図る。

A A

地域人材・地域教材を活用した学習を全学年
で実施する。

学校教育目標　〇深く考える子ども（自分で学ぶ　みんなで学ぶ）　　　〇粘り強い子ども（なりたい自分を目指し　やり抜く）
　　　　　　　　 　　〇助け合う子ども（違いを理解し　力を合わせる）　　　〇元気な子ども（望ましい運動習慣　生活習慣）

○目指す学校像・・・・・・・・将来への希望を抱いて　高め合える学校
○目指す児童・生徒像・・・なりたい自分に向かって、自ら学び、仲間と学び合う子ども
○目指す教師像・・・・・・・職務に責任とやりがいをもち、自己研鑽を重ねながら児童に愛情をもって指導ができる教師

地域学校協働本部を活
用し、地域人材や地域教
材等を効果的に活用し
た学習を実施する。

C B

重点目標の成果と課題
【成果】児童アンケートでは「分かりやすい授業」「夢４を発揮した学習」などが90％以上と高く、学びに向かう意欲は育まれている。また、基礎基本についても肯定的評価が高く、基礎学力の伸長は図られている。
【課題】地域人材の活用やキャリア教育の実施率にばらつきがあり、教育課程への位置付けの徹底が必要である。また、授業改善やICT活用の取組が学級間で十分に安定していない。さらには、学びを支える体
力向上や生活習慣の定着に継続的な改善が求められる。

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

学校運営協議会での本校の教育活動の周知
及び情報共有を図るとともに、教育活動の協働
に取り組む。

A

　成果指標評価基準

家庭と連携した「元気もりもりウィーク」を毎学
期実施し、生活リズムの見直しと改善、定着を
図る。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる

本項目全体としては、「情報発信」
「教育活動公開」「学校運営協議会
との連携」はいずれも自己評価A、
学校評価アンケートにおいても
90％前後の高い肯定的評価を得
ており、家庭・地域との信頼関係
は概ね良好に構築されている。ま
た、学校HP等の更新、教育活動公
開、地域との一体感　では成果が
見られ、継続的な取組の成果が表
れている。一方で
学校運営協議会での情報共有は
十分に行われているが、実際の授
業場面への具体的な活用率にば
らつきが見られることが課題であ
る。

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


